
令和６年３月現在

　放課後児童クラブで高齢者等と紙芝居や手話コーラスで交流している。

会長の
メッセー

ジ

　私たちは、一人一人に与えられた環境の中で、一生懸命に生きています。全ての住
民は、かけがえのない大切な存在です。お互いの幸せのために、「誰一人取り残すこ
となく、常に優しい思いやりの心を持って相互に助け合い、多世代交流活動等々を積
極的に実践していく大庄地域」を目指して、福祉活動を推進していきたいと考えてい
ます。

地域食堂「フレンズ」を学校休み期間中に開催し、世代交流をしている。

4　民生委員・児童委員と福祉推進委員合同研修会（年１回）

　住民の福祉ニーズ把握をすすめるため委嘱している福祉推進委員と民生委員・児

主な活動等

童委員が相互に連絡を取り合いながら活動を推進するため合同研修会を開催。

3.世代交流会（年４回）

高齢化率 29.8 ％

1　いきいきサロン研修会(年１回)

　地域住民を対象に、専門職や先進的な活動をしている方々を講師に、福祉・保

健・防災等をテーマに講演会を開催し、啓発活動を実施している。

2　地域福祉講演会（年１回）

　13か所のいきいきサロン代表者を対象に開催。市社協ボランティア担当者から、

ボランティア情報やサロン運営上の留意点を学んだ後、情報交換を行っている。

人　口 4,744 人 世帯数 1,887 世帯

事務局
所在地

地区センター内 ・ 公民館内 ・ その他（会長、事務局長宅等）　○をお願いします
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事務担当 加藤　友子

大庄地区社会福祉協議会の状況

設立年月 平成１６年４月１日

会　長 平垣　美子 副会長 麻畠　宗義、酒井　昭雄　

＜地域食堂＞
児童と保護者・高齢者
等に交流の場を提供し
健康的な献立を紹介。

＜地域福祉講演会＞
市防災危機管理課職員
の「災害に備えて」の
講演会を開催しました。

＜民生委員・児童委員と
福祉推進委員合同研修会
＞
「傾聴」について学びま
した。


